
ヤ

7
Yロ
ゴ
ウ
山
四
日
開
削
江
泊
仰
の
古
郷
名
で
、

利
名
抄
に
『
山
河
、也
瓜
之
呂
』
と
あ
る
。
的
日
本
紀

夫
平
賀
、子
六
年
夏
四
且
に
『
壬
巾
肋
越
前
凶
江
泊
郡

山
河
郷
戸
計
十
焔
施
=
人
附
寺
。』

と
い
ふ
も
の
も
是

で
あ
ろ
。
笈
憩
紀
問
に
は
、
山
代
村
か
ら
読
谷
村
に

一
点
る
附
が
そ
の
匝
域
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
が
純
白
で

な
い
。
』
ヤ
マ
ジ
ロ

Y
ヨ
ウ

山
代
庄
。

ヤ

7γ
ロ
シ
ョ
ウ
山
代
庄

江
沼
別
に
在
っ
た
。

和
名
抄
即
紋
山
背
郷
の
地
で
、
成
氷
ご
年
の
外
記
日

把
裂
R
H
に
、
山
代
前
市
郷
と
い
ふ
こ
と
が
見
え
、
文

京
寺
百
合
文
密
室
徳
二
年
四
月
三
日
宮
被
昌
家
の
判

m自
に
、『
加
賀
凶
山
代
庄
内
金
屋
鈎
物
倒
之
町
。
』
新
抄

に
、『
弘
安
十
年
入
月
十
七
日
乙
亥
右
衛
門
官
接
制
卿

以
下
下
向
白
州
山
代
庄
。
』
磁
掠
料
日
総
延
徳
二
年
十

一
月
五
日
に
、
『
袋
門
庖
領
加
賀
凶
山
代
庄
』
な
ど
a
A

一一
見
え
る
。
白
山
記
に
、
『
白
山
古
院
ハ
バ
野
川
刊
・葉

ヤ
マ
‘
y
ロ
オ
ン
セ
ン

Z
チ
ノ
キ
山
代
温
泉
謹
記

一
加
。
れ
平
二
年
三
月
前
凶
綱
紀
の
益
女
hr-
老
隠
長

田川洲
一に
服
せ
し
め
た
時
、
会
家
の
娘
そ
召
下
し
、
上

闘
と
し
て
之
に
従
は
し
め
た
o
そ
の
上
闘
が
間
四
年

間
対
山
代
池
袋
に
裕

L
、
附
丸
の
勝
地
そ
波
っ
た
紀

行
で
あ
る
。

mが
あ
旬
、
官
家
見
間
集
に
は
、
院
安
元
年
十
月
利

協
が
山
代
に

入
湯
し
た
と
し
、
山
附
小
右
衛
門
銀
記

に
は
、
開
催
出
会
一
年
二
月
什
八
日
叉
利
治
が
山
代
に
湯

治
し
た
と
あ
る
。
叉
亭
保
鈴
に
よ
九
ば
、
山
代
協
は

利
治
及
び
大
限
寺
侠
利
治
の
入
湯
す
る
に
及
ん
で
、

依
似
及
び
湯
厨
の
附

・
揚
り
原
容
の
作
都
奇
心
地
し
、

旧
制
口
宗
也
に
湯
元
惣
支
配
人
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
あ

ろ
。
泉
質
は
弱
質
問
削
泉
で
卸
色
透
明
、
徹
か
に
硫
化

水
子山
口出
荷
有

L
、
味
少
し
〈
鍛
〈
、
反
刷
出
微
弱
ア
ル

カ
リ
糾
そ
呈

L
、
池
度
は
由
訴
前
叫
に
よ
り
掛
氏
六
六
位

な
る
も
七
三
度
な
る
も
あ
る
。

ヤ
マ
ダ
山
田

江
泊
郁
均
四
の
中
に
邸
す
る
郎

即
問
。
束

・
問一

一ヶ既

に
分
か
た
れ
る
。
江
泊
滞
在
々

節
々
記
に
、
東
山
凹
村
西
は
づ
れ
宮
の
端
に
玄
務
屋

放
が
あ
る
と
し
、
笈
恕
紀
仰
に
は
、
商
山

m村
に
活

如
上
人
の
磁
跡

・
下
聞
の
口
血
蚊
跡
と
抑
制
す
る
所
が
あ

る
と
記
さ
れ
る
。

ヤ
マ
ダ
山
田

能
楽
部
山
上
郷
に
印
す
る
部
総
。

ヤ

マ

ダ

山

田

胞
内同
部
の
泊
村
名
。

久
蹴
加
夫

郡
阿
山
民
加
志
比
古
制
枇
抑
制
点
剛山
三
年
の
『y
h付
肱
に
山

間
竪
が
あ
お
り
、
大
永
六
年
十
且
一
円
山
副
務
取
年
民
納

棋
に
熊
東
山
削
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
山
聞
は
今
の
山

ヤ
マ
シ
ロ
シ
ン
山
代
新
江
泊
仰
山
代
の
内
の

小
手
。ヤ

7
yロ
シ
ン
メ
イ
グ
ウ
山
代
糾
明
宮

江
泊

郁
山
代
に
あ
る
。
市
之
搬
用
水
の
叙
守
で
、
短
永
六

年
二
且
前
削
利
門
前
こ
れ
に
社
地
訓
聞
や
一
読
地
L
、
大

恕一
寺
務
領
と
な
っ
て
も
原
く
館
山
間
し
て
、
毎
年
九
月

十
七
日
市
之
搬
祭
を
行
う
た
。
今
市
之
期
制
祉
と
い

ふ
も
の
是
で
あ
る
。

ヤ

7
Yロ
パ
シ
山
代
橋

能

袈
叩
州
市
浅
引
と
泌

代
寺
と
の
境
に
在
・
り
、
山
代
締
・
=
一
枚
締
・員
名
絞
慣

と
も
い
ひ
、
長
さ
二
削
宇
、
制
凶
尺
の
小
俗
で
あ
っ

た
。
阿
国
民
主
年
八
月
八
日
前
川
利
誕
の
勢
と
丹
羽
長

訟
の
兵
と
こ
の
帥
仙
の
西
方
で
刷
出
版
し
た
。

ヤ

?γ
ロ
ハ
ツ
ケ
イ
山
代
八
長

江

部
郡
山
代

山
岡
山
市
有
巾
心
と
し
て
附
丸
の
日
以
勝
を
蚊
へ

た
も
の

で
、
山
代
夜
雨
ρ

耽
田
正
脱
鮪
・諜
搬
秋
H
A
・那
谷
朝
五
・

鞍
蜂
科

3
・
動
照
政
客
・月
総
務
刷
・
片
山
町
帆
そ
怨

げ
る
。

寺
・績
祭
寺

小

野
坂
・
大
山一日寺一
E

K
。一丸
院
内
山
代

庄
々
内
敗
。
』
と
あ
る
に
よ
っ
て
考
へ
れ
ば
、
大
山
一
寺

町
か
ら
山
代
に
か
け
て
山
代
庄
で
あ
っ
た
ゃ
う
で
あ

る
。

戸
間
で
あ
ら
う
。

ヤ
マ
ダ
山
回

以
京
都
大
都
内
杷
防
磁
文
也
、

文
安
=
一
年
十
月
二
日
以
光
則
有
名
、
氷
見
兵
印
刷人道
宛

所
の
も
の
に
、『
御
料
厨
山
出
村
内
上
村
分
郡
、
於
御

代
官
験
者
、
迫
耐
可
被
定
也
候
-

E

h
k

。
』
と
あ
る
。
こ

こ
に
山
川
村
と
あ
る
は
、山
川
郷
の
本
郷
と
思
は
れ
、

上
村
は
そ
の
技
村
で
あ
ら
う
が
、
両
者
共
に
後
町
そ

の
名
や
一
体
へ
ぬ
。

ゅ
，a
'
h

，

ヤ
マ
ダ
・
山
田

邸
主
郡
山
川
郷
に
邸
す
ろ
三
回・

山
口
・木
住・
諮
問
谷
は
、
民
底
・
緋
地
共
に
相
混
じ

て
一
部
古
川
の
砲
を
成
し
て
ゐ
た
か
ら
、
明
治
八
年
↓
十

月
併
合
し
て
山
川
と
冊相
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ヤ
マ

ダ

山

図

録
洲
出
廷
武
の
内
の
小
笠
。

ヤ

マ

ダ

山

田

珠
洲
制
南
方
の
内
の
小
字
。

ヤ
マ
ダ
イ
チ
ナ
イ
山
田
市
内

附

削

利

家
に
仕

へ
て
勝
七
十
お
に
京
り
、母
衣
組
の
御
歩
で
あ
っ
た
。

子
孫
滞
十
一
と
な
っ
て
川
製
・1
る
。

ヤ
マ
ダ
ウ
ヂ
山
田
氏

長
谷
部
信
辿
の
六
男
六

郎
拡
が
以
前
部
大
口
出
庄
山
川
の
地
問
と
な
り
、
そ
の

子
孫
山
川
氏
を
抑
制
し
た
。
こ
の
山
川
氏
は
、
長
氏
の

家
の
子
五
円戒の

一つ

で
、
帆

々
そ
の
山
北
老
を
勤
め
、

明
治
に
司中
っ
て
改
め
て
長
氏
と
都
し
た
。

ヤ
マ
ダ
オ
サ
イ
山
国
御
採

↓
イ

マ
タ
ラ
プ

ン

ゲ

y

今
縦
械
製
。

ヤ
マ
ダ
オ
ホ
ヰ
山
田
大
奴

医
長
J
1
九
年
大
坂

の
役
に
大
小
鮮
と
し
て
出
征
し
、
イ
ご
月
四
日
令
に

背
い
て
奴
既
そ
な
し
俗
脅
採
っ
た
。

凶
っ
て
御
馬
週

間
弁
入
兵
街
と
共
に
白
川
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

ヤ
マ
ダ
カ
ヲ
エ
モ
ン
山
田
箆
右
衛
門

妥
協
の

人
。
初
め
金
孫
出
ぷ
守
に
仕
へ
、
後
隊
長
十
九
年
前

田
利
協
に
脆
う
て
二
百
石
宇
一
受
け
、
大
坂
碍
役
に
岡

山
口
で
鉛
功
が
あ
り
、
迭
に
四
百
石
に
荒
っ
た
。
子

孫
批
h
k

彬
に
仕
へ
る
。

ヤ
マ
ダ
カ
ズ
ノ
リ
山
田
和
則

辺
倒
柑
政
太
犬

・

祭
鰐
c
初
め
御
歩
か
ら
出
で
、
奥
附
御
歩
航
円
に
泌

み
、
天
明
八
年
新
知
七
十
石
tr得
て
御
幼

tumに
任

じ
、
抱
政
十
二
年
夜
o
子
孫
閉
山
に
世
襲
す
る
。

ヤ
マ
ダ
ガ
ハ
山
図
川

」
ウ
カ
ハ
ガ
ハ

松
川

川
町
。ヤ

マ
ダ
ガ
ハ

山

田

川

珠
洲
州
剛
山内神
山明剛
山
か
ら

流
出
し
、
務
円問
領
で
携
に
人
る
o
水
部
よ
ち
指
ま
で

六
粁
許
。

山

mは
Mm
渡
の
校
村
の
名
で
あ
る
。

ヤ
マ
ダ
カ
ン
ロ
タ
山
田
勘
六

院
長
去
年
八
且

前
聞
利
長
の
大
型
寺
攻
城
に
従
ひ
、
奮
戦
し
て
死
ん

だ
。
子
町
田
は
無
い
。
松
窓
会
夜
話
録
に
は
、
此
め
比

会
命
に
背
い
て
自
ら
閉
山
し
た
が
、
私
か
に
出

cih

節
ヶ
丸
の
一
番
-
燃
や
-お
し
、政
の
お
に
穏
で
裂
き
開
削
さ

れ
た
の
を
家
隠
が
抜
け
郎
っ
た
o
利
長
之
常
見
て"州

地

tv-宥
す
こ
と
や
一
告
げ
た
の
で
、
勘
六
は
町
村
ん
で
似

し
た
と
あ
る
。

ヤ
マ
ダ
ゴ
ウ
山
田
郷

以
京
都
に
凪

L
、
山市政

時
代
で
は
、
武
辿
・品円
山
・
伊
久
留
・木
駅
・
官
判
H
-
H刊

谷
・柏
木
・大
山
原

-m
-下
代
・坂
尻
・木
戸
・本
引
・品川

地
・{呂

J

谷
・山
口

番
関
谷
内
・三
凶
・木
位
西
安
司
・

入

Jm-制
滋
・吉
谷
・
谷
屋
・刈
品川
・院
内
の
什山
ハ
ヶ
村

党
含
ん
で
民
た
o
能昌明
芯
微
に
、
天
文
元
年
七
月
読

栂
六
沼
南
北
線
数
註
文
に
、
百
五
十

一
閉
山
川
凶
少

村
・六
十
八
閉
山
加
四
ヶ
村
と
あ
る
か
ら
、
是
が
山
凶

畑
出
の
起
り
で
、
んN出
時
は

八
J
利
を
含
み
、
総
括
六
郷

の
内
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
と
論
ず
る
。

ヤ
マ
ダ
コ
レ
ノ
リ
山
田
惟
訓

大
型
寺
の
人
。

蹴
は
悦
制
、
手
は
之
式
、
線
設
と
蹴
し
た
。
貸
出
川
三

年
市
村
氏
に
生
ま
れ
、
山
川
氏
に
誌
は
れ
て
間
四
十
句
史

と
し
、
平
和
三
年
四
且
七
日
五
十
一
践
で
明
日
し
た
。

そ
の
若
議
堂
新
知
は
生
平
間
劫
の
志
を
述
べ
た
も
の

で
あ
ろ
。

ヤ
マ

八
七


